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弟 6次 いろいろなグラフ -3時間
(3)授業の実蘇
､イント(D
平均値は同じだが.ちらぼりの操子が全く
う2つの組のソフトボール投げの紀録を
T どちらのクラスの記録がよいでしょう｡
(rA組J ｢B組｣の声が上がる｡)
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C A組の⑧番は43mも投げています｡
C 43mだったらB組にもいます｡
C 8組の最低は22mです｡
C A掛 こも22mはいます｡
C 全部たしてみるとわかると思います｡
C 8組の方が2人少ないから比べられませ
ん｡
C 平均を調べてみれば,わかると思います｡
(全員焚成)
子供たちは,早速,電卓を使って平均を璃
ペはじめた｡
C A組もB組も平均は33mになりました｡
(全員焚成)
ポイント②
｢平均は同じでも.何だか記録に差がある
2つの組の平均値が全く同じということが
わかったところで, r平均値が全く同じとい
うことは,2つの組のソフトボール投げの記
録は同じなのかな｡｣と問いかけた｡
C 平均は同じだけど,B組はA組に比べて.
20m台の人が多いです｡
C B組は40m台が4人もいます｡
このように,平均値が同じだからといって
2つの組が同じとは膏えないことに気づいた
子供たちは, ｢2つの租の速いをはっきりさ
せよう｡Jというめあてを決めた｡
､イント③
-人一人の妃魚をソフトボール投げの園に
2つの組の違いをはっきりとらえることが
できるよう心 群人で提示した,ソフトボー
ル投げの図に数人の記録をドットで示し,固
で表すよさに気づかせるようにして,園に表
して考える括!削こ入った｡子供たちは.次の
P児.Q児のような図に表して,2つの組の
違いを析べた｡
どの子も国がかけたところで,｢図を見て,
どんなことに気づいたかな｡｣とたずねると,
次のように答えた｡
C A姐は30mの-んにかたまっています｡
C B組はばらばら｡ちらぼっています｡
このように,子供たちは2つの組の配魚の
ちらぼりの様子が違うことをとらえた｡
今まで,平均が同じならば,傾向が同じで
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あると考えていた子供が. rちらぼり｣で斉
料をみるよさに気づいた｡
｢ちらはりの様子の表し方を調べていこう｡｣
4 まとめ
(1)提示する架料の工夫
子供たちに身近なソフトボール投げの記録
を宋料として提示することで,子供たちの興
味を引くことができた｡
また, ｢どちらのクラスの記録がよいでし
ょうo Jとたずねることで,予想通り, r最
市価｣. ｢最低値｣,r総和｣の考えが上目て.
最後には r平均値｣で比べようということに
なったO
平均値が全く同じであることに気づいた子
供たちは, ｢2つの組のソフトボール投げの
記録は同じだといってよいか｡ ｣というゆさ
ぶりの問いに,A組には30m台が多く,a
組には20m台が多いなど全く同じだとは宮
えないことに気づいた｡平均値が同じならば
弊料が同じという子供たちの思い込みを打ち
消すことに成功した｡
(2) ｢ちらぼり｣がわかりやすい図の工夫
子供に身近なソフトボール図を使い, ドッ
トを回に定理していったが,この活動を通し
て,子供たちは ｢かたまっている｣. ｢ちら
ぼっている｣などと唐紙することができた｡
ただ.ソフトポ-ル図に自分で目盛りを打
ち,_数直線のようなものを需いたQ児のよう
な子どももいた｡Q児は記録のちらぼりにつ
いては意鞭できていたO
今回の授業では鉛筆で図にドットを幸き込
んでいき, ｢ちらぼり｣に気づくことができ
たoLかし,今,これをシールをはる活動に
すればよかったと反省している｡
シールにすれば, ドットの大きさを同じに
することができ, ドットが ｢点｣になる恐れ
もなくなる｡また,シールをはる活動の中で.
rはるところがなくなるD ｣という事実から
値の療典にも気づきやすくなると考えるから
だ｡
また.シールをはった後の図を比べること
でA組とB組のちらぼりの違いもはっきり音
旅することができると考えるO
ソフトボールJlにシールtlったqL色
(3)おわりに
この授業で一番の山場は,子供たちが ｢平
均値は同じだが何だか記録に蓋があるO｣と
気づくところだった.そこから ｢2つの組の
凄いをはっきりさせよう｡｣という本時の第
2の問いが生まれていった｡
rちらぼり｣で資料をみるよさに気づいた
子供たちは, ｢ちらぼりの様子の表し方を例
べていこう｡｣という単元の抹用をつくった｡
子供たちは,もっと簡単にちらぼりを表そ
うと考え,本時で出た10mごとの区間の人
数を調べる考えを生かして,度数分布表に軟
をまとめていった｡さらに柱状グラフに表す
ことで.視覚を通してそれぞれの組の特徴を
嗣ペていった｡
帆 本原稿は ｢楽しい昇致3月号｣に掲催
されたものを一郎解き直したものである｡
(平成9年 5月8日受理)
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